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町の考えを聞く

　
質
問
　
本
町
養
殖
漁
業
の
主

力
で
あ
る
「
カ
キ
」
は
、
昨
年

末
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す

る
風
評
被
害
で
、
出
荷
は
大
幅

に
減
少
、
価
格
も
今
ま
で
に
な

い
安
値
で
販
売
さ
れ
、
カ
キ
養

殖
漁
家
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

死
活
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
つ

い
て
は
次
の
点
を
問
う
。

①
今
回
の
風
評
被
害
は
一
過
性

の
も
の
と
認
識
し
て
い
る
か
。

②
風
評
被
害
を
な
く
す
る
た
め

②
生
産
者
に
は
衛
生
指
導
を
強

化
す
る
。
ま
た
、
全
漁
連
、

消
費
地
の
買
受
人
が
安
全
宣

言
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
が
生
食

用
に
つ
い
て
は
厳
し
い
。

　
今
後
の
対
策
と
し
て
、
加

熱
調
理
用
と
し
て
の
仕
向
け

を
増
や
す
こ
と
、
生
食
用
で

出
荷
す
る
た
め
の
安
全
管
理

を
強
化
す
る
な
ど
、
生
産
者
、

漁
協
系
統
、
県
な
ど
と
意
見

交
換
を
図
っ
て
い
く
。

　
質
問
　

①
農
業
後
継
者
の
育
成
と
休
耕

田
の
復
元
対
策
は
。

②
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
事
業
」
を
ど
う
と
ら
え
、

今
後
の
集
落
営
農
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

③
肉
牛
飼
育
農
家
は
、
飼
料
の

高
値
安
定
、 素
  牛
 価
格
の
高

も
と
 う
し

値
の
た
め
経
営
は
非
常
に
厳

し
い
。
素
牛
導
入
に
対
し
利

子
補
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
沼
崎
町
長

①
経
営
戦
略
を
持
っ
た
経
営
者

に
育
成
す
る
た
め
、
各
種
研

修
会
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
。

　
　
休
耕
田
の
発
生
は
米
の
需

給
調
整
と
農
家
側
の
高
齢
化

や
労
働
力
不
足
に
よ
る
も
の
。

新
年
度
か
ら
米
の
需
給
調
整

は
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体

が
主
体
的
に
行
う
こ
と
に
な

る
。
ま
す
ま
す
農
業
者
自
身

の
責
任
に
か
か
っ
て
く
る
。

②
主
に
土
地
利
用
型
農
業
が
対

象
と
な
る
。
対
象
と
な
る
認

定
農
業
者
が
こ
の
事
業
に
加

入
す
る
よ
う
啓
発
を
図
る
。

③
昨
年
　
月
岩
手
宮
古
農
協
よ

１２

り
同
様
の
相
談
を
受
け
て
お

り
、
担
当
課
で
意
見
交
換
を

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

農業振興

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
を
支
援

農
業
後
継
者
の
育
成
対
策

山﨑幸男議員

漁業振興

生
産
者
・
漁
協
系
統
・
県
な
ど
と
意
見
交
換

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
風
評
被
害
対
策

安
全
宣
言
と
大
消
費
地
に
お

け
る
消
費
者
へ
の
理
解
、
マ

ス
コ
ミ
対
策
が
必
要
と
思
う

が
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
沼
崎
町
長
　

①
県
内
の
加
熱
用
 剥
 き
身
カ
キ

む

は
、
２
月
上
旬
に
至
っ
て
前

年
近
く
ま
で
回
復
し
た
が
、

生
食
用
は
低
迷
し
た
ま
ま

シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し
た
。　１９

年
度
に
つ
い
て
も
生
食
用
は

影
響
が
残
る
と
考
え
て
い
る
。

「山田三陸カキまつり」のＰＲと山田産
カキの安全性、おいしさを知ってもらう
ため県知事を表敬訪問しました


